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	しののめモンテッソーリ子どもの家は 2026年度より ４学年保育にかわります
	これまで
	2026年度から
	年少・年中・年長の ３学年のたてわり保育
	年少々・年少・年中・年長の ４学年のたてわり保育
	年少々は 通園回数が選べます


	「4学年保育」に込めた思い
	子どもの「今育っている力」を大切に
	子どもの発達は、年齢で区切れるものではなく、ひとりひとり違います。 「できるようになったタイミング」で次の環境に進めることが、 子どもの自信と意欲につながります


	「4学年保育」に込めた思い
	敏感期を逃さず、深い学びにつなげる
	２～４歳児は「ことば」「手の動き」「自立心」が大きく伸びる時期です ナーサリークラスから子どもの家へと、学びが自然につながることで 「やりたい！」気持ちを途中で止めない環境を作ります

	「4学年保育」に込めた思い
	異年齢の中で育つ力を、より豊かにする
	年上の子は「手本となる人・支える人」として自信と責任を育み、 年下の子は「真似たい存在」が身近にいることで安心して挑戦できます。 ４学年保育により、助け合いと学びあいが日常になるクラスが実現します。

	「4学年保育」に込めた思い
	「待つ保育」と「適切な援助」を両立
	早く進ませることが目的ではありません。 子どもが「もういける」と準備が整ったときに、そっと背中を押す モンテッソーリが大切にする「待つこと」「環境を整えること」を より丁寧に行えます。

	「4学年保育」に込めた思い
	長く安心して過ごせる「居場所」をつくる
	同じ理念・同じまなざしの大人のもとで、長い時間を過ごすことで 子どもは環境に安心し、自分らしさをのびのびと発揮できます。 「ここが自分の場所」という感覚が、心の土台となります。

	「4学年保育」に込めた思い
	子どもが「自分で育っていく力」を育てる保育へ
	私たちは、子どもを「教えて育てる」のではなく、 子どもが自ら育つ力を信じ、見守る存在でありたいと考えています。 ４学年保育は、その思いを形にした新しい第一歩です。

	年少々（2歳児オレンジバッジ）通園について
	週3回コース　　　月・水・金
	週4回コース　　　月・火・水・金
	週５回コース　　  月・火・水・木・金
	保育時間　　     　9：00～13：00
	時間外保育　     　8：00～9：00、13:00～17:00 (10分単位）

	年少々（2歳児オレンジバッジ）移行要項
	マックス幼児教室にお通いのお子様が、４学年保育をご希望される場合
	定員：　　最大10名程度
	入園日：　2026年 6月1日・10月１日・1月1日
	面談日：　2026年5月以降　随時
	面接日：　2026年５月23日(土)、9月12日(土)、10月17日(土)　※応相談 　　　　　　（内容：ご両親の面接）

	面接と入園のタイミング
	面接
	入園
	５月23日
	６月1日
	9月12日
	10月17日
	（一般入園考査）

	10月1日
	入園時期はご都合に合わせてお選びいただけます
	1月初日
	４月

	Q＆A
	早く進級させることが目的なのですか？
	いいえ、早く進めることが目的ではありません。
	お子様ひとりひとりの発達や気持ちを丁寧に見ながら 「もう大丈夫そうだな」と準備が整ったタイミングで進める 選択肢が増えたという考え方です。


	Q＆A
	まだ小さいのに、年上の子の中で大丈夫でしょうか？
	年上の子がいる環境は、小さい子にとって安心につながることが 多くあります。
	無理に同じことをさせることはなく、 見て学ぶ、まねしてみる、たすけてもらう、という 自然な関わりの中で過ごします。


	Q＆A
	先生の目は、きちんと行き届くのでしょうか？
	これまで以上に「その子を見る」保育を大切にします。
	マックス幼児教室との連携により、 お子様の育ちを継続して理解したうえで関われる体制を 整えています。


	Q＆A
	今、在園している子への影響はありませんか？
	在園児にとっても、成長のチャンスが広がります。
	年下の子を自然に気遣う経験は 「自分はできる」「人の役に立てる」という自信につながります。 全体が落ち着き、思いやりのある雰囲気になることが多いです。


	Q＆A
	入園式はありますか？
	入園式はありません。 入園時に、子ども達と一緒にお祝いをします。


	Q＆A
	年少々入園を希望せず、 ナーサリークラスに通い続けることもできますか？
	お教室としてお通いいただくことももちろん可能です。



